
























来年 4 月には国立大学の法人化を控えており，研究所の中期計画を立案中であるO 落ち着い
て研究できる雰囲気ではない側面もあるが，このような時期にこそ地道に研究活動を続ける努
力が必要である。
平成 15 年 12 月
和漢薬研究所長渡透裕司
